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長野県の乳癌集検の概要と15年間に

発見した乳癌症例の検討
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Outline of Breast Callcer Mass Screening in Nagano Prefecture and Investigations of 

Detected Breast Cancer during the Last 15 Years
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D吻伽醒げ’α〃2（，eプo‘惚6伽．，翫即η‘，（Jancer　cθ漉7

　　　　Mass　screening　of　breast　cancer　ill　Naganc）Prefecture　adopted　the　i1ユspectk：｝n－palpation　proceclure　by

practitioners　colnbined　with　ultrason（）9raphy，

　　　　Three　hundred　forty　breast　cal・lcers（0．07％）including　2　bilateral　primary　ca1．lcers　were　found　in

approximately　5（〕0，000　examinees，　in　the　15　years　’from　the　beginning　of　the　project（January，1981）to　March，

1995，

　　　The　detected　breast　ca11cers　wel・e　investigated　clinico－pathologically，　and　the　following　results　were

obtained．

　　1）　The　proportion　suspected　as　being　maligllallt　o1叩hysical　examination　by　practitioners　was　30．1％，　and

　　　that　by　ultrasonography　was　also　30．1％．

　　2）More　than　half　of　these　breast　cancers　were　slnaller　than　2．Ocm　in　diameter．　The　proportion　of　early

　　　cancel・s　among　the　total　was　54ユ％．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

3）F・・ty・・i・p・i・t・ight　p・・ce・t・f　the・e　b・ea・t・ance・s　were　di・g・・sed　d・fi・iteエy　by・u・gica！bi。P、y。、d

　　　46．n「％　by　aspiration　biopsy　cytology　at　the　illstitutiOTIs　for　closer　examination，

　　4）　Half　of　the　patieIユts　with　breast　cancer　underwent　standard　radical　mastectomy，　followed　by　Patey’s

　　　operation　（24、1％）and　Auchincloss’s（19．4％），

　5）　The　shortest　Clistance　from　tlle　edge　pf　tlle　tumor　to　the　skin　incision　varied　nlainly　between　2．lcm　allCl

　　　3．Ocm．

　6）　Aproxilnately　66．5％of　thβpatients　had　no　lymphnode　metastasis．　The　5・year　alld　10・yeal・survival　rate

　　　in　this　series　was　91．7％，　and　78．6％，　respectively．

　　　IIユview　of　above　results，　I　would　stress　that　improving．　the　diagnostic　ability　of　practitiQne1・s　and　full

availability　of　necessary　medical　equipment　at　the　institutiorls　for　closer　examination　are　needed　to　enhance

the　eMciency　of　mass　scl’eellillg　for　bl・east　cancer．5み加5加‘ルfed／45’103　一一　lfO，ヱ997　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publicat，ion　Octobe1・4，1996）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　視・触診の診断蕪準
　　　　　　　　　1　はじめに　　　　　　　　＿＿一　　　一．嵩薫＿．．＿一＿、一一　　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a（二）：異常所兇を認めないもの。
わ醐の獅’辮命は・昭和姻煩力・らT「都の地励こ　b（一）：どちらかといえ眼性拷えられるもの，，

おいて試験的に開始された4）のがll2吹第に広まり・昭　　　c（w）：悪性の疑いを抱くが，触診のみでは決定し

和51年に日本対がん協会から乳癌集検の標準方式こりが　　　　　　　　かねるもの。

提唱されたことを契機に金岡的に普及した。昭和62年　　　d（イ）：明らかに悪性（癌）と考えられるもの。

度からは老人保健法（以下葱健法）による保健嘉業の

中に組み入れら：i・1．，市町村を実施主体とする補助禦業　　　　　　　　　表3　超音波検査の適応

とヒ轡飯さ描ようにな・た％即饗で賭鰍　1．視・膨の診断基準・，・，・に該当菰・．
施行前の昭和55年度から開始し・平成6年度までに15　　　2．巨大乳房，三親等以内に乳癌の家族歴があるも

年を経過した。今圓は・主としてこの間に発見された　　　　　の，乳腺疾患の既往歴があるものなどの中で検

乳癌症例について分析し，君干の考禦を加えたので報　　　　　診医が必要と認めたもの。

告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔…

　　　　　　　　II対象および方法　　　　　　　　　　　　　　　　表4　超音波検査の診断基準

」遡徽・おける稀1集検の実施獺と集検を開始し　1・異常所見が全く認められないもの・

た蹴155鞭から・1・1、蛇6鞭までの15年間の実猫蝿績　II・鵬か眼性縮（繍1鱗腫譲胞・乳腺励

の概勲述べ，さらに，こ酬日に発見された乳繍4。　　ど）と半u定できるもの・

例㈱胴嚇1烈1猫刷始む）を臨床的撮び　III・・搬が存在し・あるい頗われ・）h－　7cら娘性

病理組織学的に棚した。　　　　　　　であろうと教られるもの・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III　b：病変が存在し，あるいは疑われ，悪性の疑いが

　　　　　　II【長野県の乳癌集検の概要　　　　　　　　　　もたれるもの。

裡・に騨の鱗検は聯成人・欄IV禦鍵響瓢掘他の離舞
協会（以磁会と附）と長購息騨鋼協力聯と　。，瀦瀬像鮒で悪性と翫られるも。．
して実施されてきた。検診対象者は30歳以．ヒの女性と

し，検診車に超音波検査機器を搭i隣した出張検診で，

開業医を主体とした検診医の視・触診に超音波検査を　　　　　　　　表5　要精検者の決定基準

　　　　　表1　長野県の乳癌集検の概要　　　　　　　　1・乳頭翼常分泌を認めるもの。

コ＝、．＿＿＿＿＿＿＿＿＿一 @　　　　　　　　一．一＿　　　　　　2．乳頭ビラン（Paget様変化）を認めるもの。

　D検診対象潔……・…・……・3〔｝歳以上の女性

　2）検診方法・…………・…・…検診車による出張検診

　　　　　　　　　　　　鯉視・触診一卜超音波検査

　3）検診顎三順…・…・……・……問診　　　　　　　　　　　　　　　爽6　乳癌集検の実施成績

　　　　　　　　　　　　⑳乳房1昌自己検診法の教育　　　　　　　　　　　　（昭和55年度～平成6年度）

　　　　　　　　　　　　　検診医による視・触診　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　超音波検査・診断　　　　　　　検診日数　　　　　　　　　5，895日

、、要精儲。瀧　㈱”定　　　検綴診翻　　494，652人
・）徽受診酷………．＿轍施設の縦なし　　itp音灘髄行翻　　71・65・人（14・5％）

6）集検および精検結果の集計　　　　　　　　　　　　　要精検者数　　　　　　　　13，240人（2．7％）

7）乳癌症例の資料収集および追跡調査　　　　　　　　　　精検受診者数　　　　　　　12，852人（97．1％）

　　（超音波画像読影研修会の1柵i）　　　　　　　発見乳癌例数　　　　　340人（O．07％）
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擾野県の乳癌集検の概要と発見乳癌の検討

の耀は原則として検蔽師Vこよ・て筋れ・鷹多さ　b，（良性）　19，（57．。）

れたll聯瀬診医によ・て表4崎ミすような1からV　・・（異激し）　19（5．6）

麗鍵灘梅難這溜鰯　齋・・鵬
　した症例を要精検者としている。実施主体では要精検

者・・対して撒の受診働めているが，特定の施設は　＿　計　　342（1°°・・）．

指定していない。1次検診の結果，精検・治療施設か

ら報告された精検および治療結果は各実施主体でとり　　　表8　集検発見乳癌に対する検診医の超音波診断

まとめて協会に報告されて集計している。その中の乳　　　　　　　（昭和60年度～平成6年度）

癌症例に肌て脇会樋じて実方笹主体の保健轍よ　診躯分　　一症例数（％）
　り毎年1回追跡調査が行われ，協会に報告されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿

慧羅整鷲灘騰lb　ll、i弱｝77…1・
また・県医師会では解・県下4士也凶・おいて瀦波　　III、　　　94（36．7）

画f象読影研修会を開催して検診医の超音波診断の診断　　II　　　　47（18．4）

能の向上を目指している。　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　10（　3．9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不明　　 28（10，9）
　　　　　　　IV　乳癌集検の実施成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言十　　　　　　　　　　　　　　　　　256（100．0）

　昭和55年度から平成6年度までの15年間の実施成績

の概要は表6のごとくである。総検診日数は5，895日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表9　腫瘤の大きさ
で，検診受診者数は約50万人であった。うち，約7万

人（14．5％）に超音波検査を施行した。要精検者数は　　　大きさ（cm）　　　　　症　例　数（％）

耀鋤灘論巖繍6！畿　：1．1　綴翻｝192・56・）

う　　蜑L穿規　ヨ’ilill・ll｝138・…）

A　集検発見乳癌に対する検診医あ触診診断（表7）　　　　　5・1～　　　　　　12（3・5）

　342例の乳癌に対する検診医の触診は良性（b）と　　　・　計　　　　　　342（100．0）

診断した症例が195例（57．0％）と最も多く，ついで，

悪性濃厚（c）が85例（24．8％），悪性（d）が18例　　れてきたと考えられる昭和60年度から超音波診断を正

（5．3％）であった。したがって，検診医が触診で悪性　　式に取り入れた。256例の乳癌に対する検診医の診断

を疑った症例は103例（30．1％）に過ぎなかった。ま　　はII［aが94例（36．7％）と最も多く，っいで，　III　bが

た・診断の識がなかった症例が20例（5・8％）効，　53例（20．7％），IIが47例（18，4％）であ。た。また，

集検で指摘された部位と反対側に乳癌があった症例が　　診断の記載がなかった症例が28例（10．9％）あった。

両側同時原発性乳癌2例を含めて5例あった。　　　　　悪性を疑った（II［b，IV，　V）割合は30．1％であった。

B　集検発見乳癌に対する検診医の超音波診断（表8）　　C　発見乳癌の腫瘤の大きさ（表9）

　超音波検査は集検開始時から行っていたが，当初は　　　Ll～2．Ocmが130例（38，0％）と最も多く，つい

画像は参考にする程度とし，検診医が超音波画像に慣　　で，2，1～3．Ocmが84例（24．6％）であった。56．ユ％

N・・2，1997　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。5

併用した検診と保健婦などによる自己検診法の教育を　　　　表7　集検発見乳癌に対する検診医の触診診断

2本柱としている。検診医は表2に示すようなa　　　　　　　（昭和55年度～平成6　tff．度）

（ユ ｿらd（イ）までの4段階の蜘蔓縦・て視・一編区分　t’”症例魏％）nyt＝＝
触診を行い，表3に示す項圏に該当した症例に対して　　　　　．　　　　　　　　　　一

鱗検轍け・せ…う・瀦雌…よ欄1：1；繍1　謡：ll｝1・3…．1）
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が2．Ocm以下であ・：｝た，，　　　　　　　　　　　StaKe　llが134例（39．2％）であり，早期癌比率

D　発見乳癌の病期分類（表10）　　　　　　　　　　　　（Tls＋Stage　I）e？r．54．1％であった。

　Sta離　1が167例（48，8％）と最も多く，ついで，　　　E　発見乳癌の診断確定法（表11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精検施設における診断確定法は醐像診断（MG，US，

　　　　　　　衷1｛｝病期分類　　　　　　　　　　TGなど）にaspiration　biopsy　cytology（以下ABC

誰需｝鑑…㎜糊…諜｝皿一一｝…冨騨皿二 部ｱ瓢鉱　　一’rm”t　　と略す）を追力［1した症例が140例（40．9％）と最も多

一一一廼＿期　一．　＿鍵監堕．．　く，ついで儲検轍に生検鮒。た翻、・111例

　　Tis　　　　　　　　　　　　I8（5’2）　　　　（32．4％）であり，生検のみで診断した症例が49例

　　S亡…°　　　　’1（1・2）　　（14．3％）であった。したがって，生樋施行して確

iiii臨　　蟹獺　謙雛耀鷺灘臨警纏
　　St、9，　rv　　　　　3（・．9）　　度でみると・画像診断にABCを渤［1して確診した症

　　　　　　　　一　……　　　　　　　　　　　　例が26例中，21例（80．8％）と大多数であった。
　　　計　　　　　　　　　　　　　342（10（1．o）

．＿一＿＿．．
@＿＿．．＿　　＿＿＿一一一一　　　　　　　F　発見乳癌に対する手術術式（表12）

　　　　　　　工磁StageI：54’1％　　　　　　　　　手術拒否例2例を除くと，340例中165例（48．5％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衷1ユ　診断確定法
一一一一一一一「i「円1馳一i…■｝

昭和55年度～平成6年度 平成6年度

1、ソ　断　　法 症　例 数（％） 症例数（％）

MG 2（O．6）

us 2（O．6）

TG 1（｛｝．3）

MG十US 15（4．4）

ABC
鞫恊f断＋ABC

19（5・6）1
P40（40．9）∫

159（46．5）
21（80．8）

生検

伯沚ﾖ＋猛検
llll瀦｝ 160（46．8）

5（19．2）

その他 3（o．9）

苛ド

342（1〔〕〔1．0） 26（100．0）

MG：Mammography　US：Ultrason‘〕graphy　TG：Thermography
ABC：Aspiration　biopsy　cytology

表12　手　術　術　式＊

㎝i，一

昭和55年度～平成6年度 平成6年度

手　術　術　式 症例数（％） 症例数（％）

小乎術

闢罇ﾘ（Auchincloss）

闢罇ﾘ（Pat恐y）

罇ﾘ
蜩罇ﾘ

17（5．0）

U6（19．4）

W2（24．1）

P65（48．5）

P〔〕（3．O）

4（16，0）

P0（40．0）

U（24．O）

S（16，0）

P（4．0）

計 340（loo．o） 25（100．ω

＊響三徊サ｝巨否侶，ill　2　fS’ilを「除く。
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長野漿の乳癌集検の概要と発見乳癌の検討

表13腫瘤辺縁から皮切までの距離＊
一

｝…

昭和55年度’～平成6年度

距　　離（Cm） 症例数（％）

～LO 12（3，5）

～2．〔〕 56（16．5）

～3．o 160（47ユ）

～4．0 70（20．6）

4．1～ 29（8．5）

不　明 13（3．8）

計 340（1（，0．0）

＊　三乎郁甘巨・否イ列2f列を1埼ミく。

衷14　リンパ節転移分類＊　　　　　　　　H　リンパ節転移分類（表14）

n分　類　　　　　　　　　症例数（％）　　　　　　リンパ節転移を認めなかった110は226例（66，5％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，111αが75例（22．O％），　n1βが20例（5．9％）であ
ll〔〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　226（　66．5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。nlev　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75（　22．0）

111β　　　　　20（5．9）　　1生存靴健碑（表15）
n2　　　　　　　　　　　　6（1，8）　　　　　　平成7年6月30　El現在で，手術後5年以上経過した

不　明　　　　　　　　　　4（12）　　　　　症例の遠隔成績をみると，5年生存率は91．7％，10年

その他　　　　　　　　　　9（2．6）　　　　　生存率は78．6％であり，5年健存率は89．2％，10年健

計　　　　　340（100．O）一　存率は73・8％であった・

＊　手…f，ili非巨否仔弼2｛列を1穿1ミくo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vr　考　　　　 察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老健法に基づいた乳癌集検は予防教育として乳房自

　　　表15生存率と健存率　　　　　　　　　　　　　己検診法の普及を図ることも重視しているが，主たる

　　　　　　　（昭和55鞭～職2鞍症例）　　目的綬診者の中か獲常所見鮪する者を拾い上げ

　　　　　　生存率　　 健存率　　 て精検に送ることである。集検の精度を向上させるた

　5年　　187／204（91．7％）　　182／2〔｝4（892菊『　　めには精度管理を行うことが不可欠である。精度管理

　！O年　　66／84（78．6％）　62／84（73．8％）　　には・①診断技術の精度管理・②乳癌検診業務の精

　　　　　　　　　　　　・礎・月・…現在・鰐砧禦謂響聾よび④乳癌麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県で乳癌集検を開始したのは昭和55年度（昭和

に定乳切が行われ，ついで，非定乳切のPateyが82　　56年1月～3月）であったが，当初より長野県医師会

例（24．i％），　Auchinclossカミ66例（19，4％）であっ　　および協会の組織を通じて一応の精度管理は行ってき

た。平成6年度でみると・定乳切が減少し，Auchin・　た。今回は，長野県の乳癌集検の実施要項の概要を述

clossやPateyが増加し，縮小手術も増加する傾向が　　べ，15年間の検診成績および発見乳癌に対する検診医

みられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の視・触診および超音波診断の診断能の評価を行い，

G　腫瘤辺縁から皮切までの距離（表13）　　　　　　　　さらに，発見された乳癌の性状，診断・治療状況およ

最短距舳こついてみると・2．1～3．0・mが160例　び追跡調査の結果について検討した。

（47．1％）と最も多く，ついで，3．1～4．Ocmが70例　　　本県では乳癌集検の検診医を乳腺の専門医に求める

（20．6％）であった。平成6年度でみると，1．1～2．0　　ことができなかったので，日常の診療において乳腺疾

cmが12例（48．0％）と最も多く，ついで，2．1～3．0　　患を診察することが少ない開業医に求めざるをえなか

Cmが8例（32．0％）であった。　　　　　　　　　　　った。平成4年度でみると，検診医262人中の割合は
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／∫、　池　　雇安　男

　外科1駕が88，2％，婦人科医が5，3　；，その他の医削iが　　　　　発嵯1乳癌に対一ナる丞斯診医の創1診をみると，半．数以上

　6．5　であったη、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　を良性と診断しており，悪性を疑った割合は30．1％に

　　乳癌集険の標輝プ∫式こりでは1こK検診は問診，視・触　　　過ぎなかった。森本ら8）はモデル地区の香川県善…遭1寺

　診で背い，受診欝をIL：．常者，精検を要しない異常者，　　　市の乳腺の：曹門医クこよる集検にオδける感度（癌に対す

　鯖検を要する異常爵4）3群膨〉けるように劃’している　　る検査陽性率）は53，3％であって，他の報告より低か

　が，本県では明らかにτ11「性と芳えられ，るものから＿常　　ったと述べているが，長野県の検診医の触診の感度は

　る．認めないものまで’をイ，17，ハ，論の4群に分け，　　　それより低いと需うことになる。さらに，診断未記入

　イt　1・、・・に1該当すそ）揃1例を超音波検鯉）週応とし，　　例あるいは検診でチェックされなかった側の乳房に乳

　イ，Pの帰例は超箭波。釧｝り1の如何に拘らず要精検者と　　癌が発見された症例が若干あったことから．長野県の検

　することにした。しかし，このイ，1－2，ハ，一＝一の区分　　診医の触診技術には問題があると言える。その触診を

　ではイを異常なし，轟を｝恐性とするように逆に記載さ　　補うために併用した超音波検．査で検診医が悪性を疑っ

　れることが多か・：，たので，昭和61）年度から順次イをd，　　た割合も3〔〕．1％と低く，診断未記入例も11％程度に

　ロをc，・ハをb，二をaと変更し，勘違いをなくすこ　　みられた。したがって，今後は検診医の超音波検査の

　とができた、1集検の開始に当たっては乳腺の視・触診　　診断能を高めるための対策が必要であり，現在行われ

技術に不蜜を持つ検1診医が多かったので，不安を取り　　ている超音波画像読影研修会を県下4地区で開く程度

除ぎ一課することによって客観的な検討も可能で，　では不＋分であり，視・触診の教育を含めて対処する

　繰り返し実施しても受診者に悪影ii・llを及ぼさないとい　　　必要がある。

　う観点から超欝波検査を併月胴一ることにした。しかし，　　標準方式によると2次検診（精密検診）では精検受

集検噴始めても直ぐには超音波診1都1繁で要求しなかっ　　診者に対して全例に単純乳房撮影を行い，乳頭異常分

　た。幻l／’L，県下4地区で超帝波画1象｝読影研修会を開催　　　泌を認める症例には細胞診を行い，超音波検査，ti　p

　して勉強を煎ね，超1－1’波診酌1に慣れて来たと考えられ　　ラジオグラフィー，サーモグラフィー，場合によって

る昭和6｛〕年度から1からVまでの6段階の診断基準に　　は乳管造影を行うことが望ましいとされ，以上の検査

従って診断することにした。取終的には視・触診に超　　にも1銅わらず必要と認められた場合に組織診を行うよ

日波診断を総倉して要精検者を決定した。　　　　　　　う指示し，精検施設のレベルを規定しているが，長野

　長野県で集検を關始してから15年間に延べ約5〔｝万人　　県では諸般の事情もあって要精検者が受診する病院を

の黛診者に検診を行い，その14．5％の人に超音波検査　　指定することができなかった。ちなみに，長野県では

を施行した。その結果，要精検幣は2．7％であったが，　　昭和56年にがん診療体制整備計画を策定し，県下の6

乳腺の写門医力視適！1診のみで集検を行っている徳島　　病院をがん診療中核病院に，さらに，34病院をがん診

県の2・5％H｝・融rlり・め2・9％°’と比べて差がみられなか　療地域病院に指定し，　rl召和58年にはがん検診ヒンター

った。野村且C｝）Oik昭れ163年度老人保健事業隈告（以下事　　　（本セソター）を設置し，一応の精検・診療体制が整

業報告と略す）によれば・要徽率が一一翻か・たの　・たとしているが，これらの病院のpPでも乳癌の精検

制1炊Ill県の8・4％で・・番低い長【1螺の1．5％との間　蠕難方式にのっとって行V・得る病院は多くないのが

には約．7倍の開きがあったと述べ，これは検診医の　　現状である。

診断能力の一端を示すもので，精度餐理上大きな問題　　　精検の結果，発見された乳癌の腫瘤の大きさは2．0

であると述べている。要精検率からみれば本漿は水準　　Cm以下の症例が半数で，病期もStage　Iがほぼ半数

燵している拷筋れる・精膿ll参靴97，1％であ　姑めてSdり，早期癌比率は54．・％であ。て，鵬県

って，徳島県の73．〔〕％s）と比べて高い傾向がみられた。　　の50．7％s），高知県の52．2％9）と比べてほぼ同様の値

これ趨灘検査の効用と垂El当保麟｝4）努力によるも　を示し，老雌の第2次5力欄一画の目標f直1・・髄え

のと考えている。乳掘発見率はO，07％であって，視・　　ている。

触診のみの敵際の〔｝・11％“1と比べて低か・たが，徳　精蹴設に鮒る診縦融をみると，生樋行。

麟1の0・08％8’・蝶報｛拡よる金国∫陶の0．（〕8％1－）て齢した症例が46．8％と多く，生検のみで確診した

と嵯施らtutgか・た・しかし・・超國・轍検叡）備1近醐も14．3％あ。た諒た，聯1吸引を行。て確訊

が欄醗見に翻であ・たという撒購られず、　雌伽ミ46．5％あった．平成3鞭までに孚L癌醗見

轍再検討し鮒棚鵬な・・点である・　　　された撒方澱をみると，靴ンター蛤め課内は
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　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県の乳描窄集1黄の概要と発見乳癌の検討

・3課夕脚撒であ・たが・本セン…一では瞭70例と比kLx’”｛v“べ酬糊の弥効・ないので，この数値

％欝轍弓剛包診で｛齢して・・るのに対し・他撒　の是非に肌て謄及することカ・できない．石田1・・は

で購ぼ6°％姓検で確診していた’1）・また・精搬　5鞘謬1生存靴撒例では96．5％と外糊の84，3％

瀦に対する乳癌親鞠本一…一（乳II物髄機　よ賄甑に、，／liく，1岬でもそれぞれ9〔〕．4％および72．3

榔よび病理検燃が完備さ才zている）では3．9％　％で，芋・思に融。たと述べて・・る。しかし源生省

（47／1，199人）と他施設の2・4％（2・2／9・648人）と比　餐、泳班11・）の、酷で1劇灸例の羅5年生存鞠91．7％

べて樋蘭か・た・描県・・鮒る撒施設の言蜥　で，外糊の85．6％と比べて舗藻鵬られたが，］。

水準の一鞭撫って・・る・最近で・姓椥・頼らず，　年ではそれぞれ8・．・％・｝・よび78，1％であ。て，・がみら

欄吸引欄診で齢する塘纐設が撒・きてV・い　れ・なか・たと，欺。た見艦述べている誇後課

るが・より撒の高い轍を行うプ・めにはマ・モグ・　内の鰍で発見された獅の遠徽繊耀トが繍で

　フィー，超音波検査器機などが完備される必要がある。　　きる体制を整える必要がある。

　手術術式は定乳切が多かったが，最近では世相を反映

　して非定乳切のPateyやAuchinclossが主流t／こなり　　　　　　　　WIおわりに

つつあり瀦小荊も増加傾向鵬られている・腫瘤　長野県の乳麟検喋方腰廊よび15年間噸診成
辺縁から皮切までの最短距離は2．1～3．OCmが約半数　　糸責の概要を述べ，さらに，集検発見乳癌，4〔〕例（両側

であ・た・以上よ唄陳鮒研L癌の診断と治療の　附原発性季L癌2例雄む）齢床齢よ砺理組織

片鰍うかがうことがでぎる・　　　　　学［杓な面か獺討した。その繰から轍，，効率嫡

　三融こよ繊鵬・・櫛・粥陰性群（・・）の1・めるために喉診医の診断能餉上さ蝿対策と轍
生率は9°・2％であり・・1・erk76・5％・・1βは5・％以下　ljE設礫備欲かせな・・ことを強訂謝したい。

であ・たと述べており…症例が多いほど錨の予後　搬織るに当たり，長騨の乳9E・N集検業務にご尽

膿いと諦ことになるが・本県では・・は66．5％で　力頂いて・・る関儲位に深壽轍はす。

あって必ずしも多いとは言えなかった。遠隔成績をみ

ると・5蝉は9・　1．7％（5健率は89・2％）・1・生率は　桶文の要融第32剛・・部外科学会総会（1996年8

78．6％（10健率は73．8％）であったが，本県では集検　　月30日，浜松）で発表した。
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